
校
１
学
区
制
に
は
反
対
の
立
場
で
県
を
た

だ
し
ま
し
た
。

県
の
増
収
分
を
く
ら
し
、

市
町
村
応
援
に

藤
川
県
議
は
、
定
率
減
税
廃
止
と
税
源

移
譲
に
伴
い
、
県
は
約
２
５
０
億
円
の
増

収
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
増
収
分

を
国
保
税
の
療
養
給
付
負
担
金
減
額
分
の

穴
埋
め
や
乳
幼
児
医
療
費
無
料
年
齢
の
拡

大
な
ど
の
く
ら
し
や
市
町
村
応
援
策
に
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

答
弁
に
立
っ
た
穴
沢
総
務
部
長
は
、
収
入

減
少
に
よ
り
所
得
税
非
課
税
に
な
っ
た
場

合
の
住
民
税
を
、
税
源
移
譲
前
の
税
額
に

戻
す
救
済
策
を
県
民
に
周
知
徹
底
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

談
合
企
業
か
ら
の
政
治
献

金
は
返
還
を

ま
た
、
知
事
が
緑
資
源
機
構
の
官
製
談

合
事
件
に
か
か

わ
っ
て
い
る
企

業
が
つ
く
る

特
「

森
懇
話
会
」
か

ら
参
議
院
議
員

時
代
に
受
け
取

っ
て
い
る
政
治

献
金
を
返
還
す

る
意
思
を
問
い

た
だ
し
ま
し
た

が

知
事
は

政

、

、「

党
に
寄
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
政」

治
活
動
に
活
用

と
し
、
返
還
の

意
思
の
な
い
こ

と
が
明
白
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
３
日
の
６
月
定
例
県
議
会
最
終

日
、
日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
知
事
提
出

議
案
１
８
件
の
う
ち
１
１
件
に
賛
成
、
７

件
に
反
対
し
、
宮
川
え
み
子
県
議
が
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

宮
川
県
議
は
、

定
率
減
税
廃
止
と

税
源
移
譲
に
よ
り

個
人
県
民
税
と
し

て
入
る
約
２
５
０

億
円
の
一
部
を
使

い
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
社
会

的
弱
者
へ
の
支
援
し
な
い
県
の
姿
勢
を
指

摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
公
共
事
業
に
対
す
る
市
町

村
負
担
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き
市
の
よ
う

に
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
事
業
の
市
負

担
分
の
一
割
を
河
川
費
寄
付
と
し
て
さ
ら

に
住
民
に
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
で
て
い

ま
す
。
そ
の
負
担
が
で
き
ず
危
険
な
場
所

が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
財

政
が
き
び
し
い
市
町
村
に

負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
主
張
し
、
反
対
し

ま
し
た
。

公
共
事
業
に
対
す
る

市
町
村
負
担
を
や
め
る
べ
き

日
本
共
産
党

福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
控
室

電
話
〇
二
四
・
五
二
一
・
七
六
一
八

〇
二
四
・
五
二
三
・
三
二
五
六

FAX

日
本
共
産
党

県
政

報

告

県

政

報
告
2007年８月

６月定例議会について６月定例議会について

６月定例県議会は、６月１

９日に開会し、７月３日まで

の１５日間の会期でした。知

事提出議案は１８件、請願１

件の他、最終日に人事案件２

件が追加提案されました。

一般質問には、日本共産党

県議団から藤川しゅく子県

議、宮川えみ子県議の２名が

質問通告を行ないましたが、

２日間で１０名の質問者とす

る従来の枠を超えるとされ、

質問人数制限を改めることを

申し入れて質問を１人にしぼ

り、藤川しゅく子県議が一般

質問を行いました。

７月３日の最終日には日本

共産党県議団から宮川えみ子

県議が討論に立ち、７件の議

案に反対しました。

また、議員提案で県議会議

員の報酬の５％カットが全会

一致で決められ、意見書４件

が採択されました。

住
民
税
増
税

「
救
済
策
の
周
知
徹
底
」
約
束

県
議
の
経
費
節
減
と
議
会
改
革
で
積
極
提
案

６
月
県
議
会
に
設
置
さ
れ
た
議
会
改
革
検
討
委
員
会
に
は
、
神
山
県
議
が
委
員
と
し
て

入
り
議
会
改
革
の
見
直
し
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

海
外
視
察
は
大
幅
制
限
、
福
島
市
選

出
議
員
の
宿
泊
費
は
廃
止

「
海
外
視
察
」
に
つ
い
て
は
、
自
民
と
県
民
連
合

が
継
続
の
方
向
で
し
た
が

「
任
期
中
１
回
は
行
け

、

る
」
と
い
う
の
を
や
め
て

『
情
勢
に
よ
り
視
察
が

、

必
要
と
議
会
が
認
め
た
場
合
』
に
限
定
し
ま
す
。

「
定
例
議
会
中
の
旅
費
」
は
、
１
日
あ
た
り
３
３

０
０
円
の
旅
費
は
残
り
ま
し
た
が
、
福
島
市
選
出
議

員
に
は
宿
泊
費
を
支
給
な
い
こ
と
と
し
た
結
果
、
年

間
約
１
０
０
０
万
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

「
政
務
調
査
費
」
の
領
収
書
添
付
は
合
意
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
身
の
詳
細
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
話

し
合
い
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

議会改革検討委員会で発言する

神山悦子県議（７月２日）

日本共産党県議団ホームページをご覧ください
http//www.jcp-fukushima-pref.jp

討
論
に
立
つ
宮
川
え
み
子
県
議
（
７
月
３
日
）

初の一般質問に立つ藤川しゅく子県議（6月27日）

、

、

藤
川
し
ゅ
く
子
県
議
は

６
月
２
７
日

初
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
の

選
挙
で
約
束
し
た
く
ら
し
優
先
の
県
財
政

運
営
や
知
事
の
政
治
資
金
問
題
、
県
立
高



・
下
宿
費
用
な
ど
負
担
増
、
学
校
間
格
差
が
広
が
り
子
供

た
ち
は
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
多
感
な
青
年
期
に
親

元
を
離
れ
生
活
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
の
成
長
に
与
え
る

影
響
も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

県
立
高
校
の
全
県
１
学
区
化
は
、
新
た
な
学
校
間
競
争

と
教
育
の
格
差
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
う
え
、
さ
ら
に
高
校
統
廃
合
に
つ

な
が
る
恐
れ
あ
り
実
施
を
見
送
る
べ
き
で
す

。
」

多
く
の
県
民
が
不
安

他
会
派
か
ら
も
疑
問
の
声

自
民
党
席
か
ら
も
「
そ
の
質
問
だ
け
は
、
い
い
質
問

だ
！
」
と
激
励
の
声
が
か
か
り
、
多
く
の
県
民
が
全
県
一

学
区
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
議
で
は
、
教
育
委
員
長
が
議
会
の
議
論

を
ふ
ま
え
、
県
内
各
地
の
公
聴
会
を
へ
て
議
会
に
も
機
会

を
み
て
諮
問
し
つ
つ
進
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。

学
校
間
格
差
の
拡
大
、
高
校
統
廃
合
の
恐
れ
も

県
立
高
校
普
通
科
全
県
１
学
区
制

柏
崎
刈
羽
原
発
の
中
越
沖
地
震
で

の
被
害
は
、
福
島
県
民
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
多
く
の
国

民
に
も
疑
問
と
不
安
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

７
月
２
４
日
、
日
本
共
産
党
県
議

団
と
同
福
島
県
委
員
会
、
原
発
の
安

全
性
を
求
め
る
福
島
県
連
絡
会
は
、

中
越
沖
地
震
に
よ
る
深
刻
な
被
害
を

受
け
て
、
福
島
県
と
東
京
電
力
に
連

名
で
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

「
安
全
神
話
」
で
自
衛

消
防
体
制
も
な
し

柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
、
消
火
活
動

が
出
来
な
か
っ
た
り
、
放
射
能
を
含

む
水
が
海
に
流
出
や
、
放
射
性
物
質
が
３
日
間
も
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
た
り
、
原
子

炉
建
屋
な
ど
の
地
震
の
波
形
デ
ー
タ
が
大
量
に
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を
も
た
ら
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
の
岩
盤
上
の
地
震

動
の
記
録
は
、
日
本
の
原
発
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
き
い
地
震
に
備
え
る
と
さ
れ
る
中
部

電
力
浜
岡
原
発
の
設
計
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
１
９
８
１
年
に
原
子
力
安

全
委
員
会
が
決
定
し
た
原
発
の
耐
震
指
針
の
基
礎
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
の

基
の

10

総
点
検
を
急
げ

今
回
の
中
越
沖
地
震
で
柏
崎
刈

羽
原
発
を
襲
っ
た
揺
れ
は
、
設
計

時
の
想
定
を
最
大
３
・
６
倍
と
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

兵
庫
県
南
部
地
震
の
事
実
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
も
、
原
発
の
耐
震
性

は
大
丈
夫
と
し
て
き
た
政
府
と
電

力
会
社
の
説
明
は
完
全
に
覆
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
福
島

第
一
、
第
二
原
発
の

基
の
耐
震

10

安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
緊
急
に

総
点
検
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

！福島原発も地震にそなえ総点検を
――― 双葉断層、海底の断層の再調査を早急に ―――

東京電力に申し入れする県議団

（７月２４日・東京電力福島事業所）

県に申し入れる県議団（７月２４日・県庁）

【請願・意見書等の【請願・意見書等の

扱いについて】扱いについて】

◆採択された意見書

◎異常気象による災害対策や地球温暖化対策の

強化・拡充を求める意見書

◎２０ヶ月齢以下の牛のＢＳＥ検査に対する補

助の継続を求める意見書

◎道路財源の確保並びに道路整備の制度拡充等

に関する意見書

◎日豪ＥＰＡ交渉に関する意見書

※党県議団は 「道路財源の確保並びに道路整備、

の制度拡充等に関する意見書」に反対しまし

た。

◆採択された請願

◎福島県点字図書館新築について

◆日本共産党が紹介した請願

◎「子どもの医療費無料化年齢の引き上げを求

」「 」める請願 妊産婦健診の無料化を求める請願

（新日本婦人の会県本部）

◎「後期高齢者医療制度に関する請願 「障害者」

自立支援法施行に伴う諸問題を解決するため

の意見書提出を求める請願 （県社保協）」

◎「地域別最低賃金の引き上げと最低賃金制度

の抜本的改善を求める意見書を国に提出する

ことを求める請願を求める請願 （県労連）」

※以上の５件はいずれも継続審査とされまし

た。

今
年
５
月
３
０
日
、
福
島
県
学
校
教
育
審
議
会
答
申

「
ふ
く
し
ま
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
に
つ
い
て
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力

あ
る
教
育
づ
く
り
と
し
て
、
県
立
高
校
の
通
学
区
を
、

県
内
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
高
校
進
学
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
普
通
科
通
学
区
域
は
県
下
一

円
化
に
す
る
こ
と
が
「
適
当
」
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

藤
川
県
議
が
問
題
点
を
指
摘

藤
川
し
ゅ
く
子
県
議
は
一
般
質
問
で
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
、
広
大
な
県
土
を
有
す
る
本
県
に
お
い
て
通
学

区
を
一
学
区
に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
答
申
が
期
待
す
る

「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
教
育
」
に
相
反
す
る
こ

と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
県
を
た
だ
し
ま
し
た
。

「
４
月
に
実
施
さ
れ
た
地
元
新
聞
の
、
県
議
候
補
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
積
極
的
推
進
意
見
は
少
な
く
、
慎
重
論

や
反
対
意
見
が
半
数
以
上
で
し
た
。
生
徒
が
都
市
部
に

集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
既
設
校
の
廃
止
や
、
通
学
費
用


